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市
議
会
１１
月
定
例
会
が
、
１１
月
２７
日
か
ら
１２
月
１９
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
長
提
出
２３
議
案
（
報
告
３
件
含
む
）
の
審
議
が
行
な
わ
れ
、
全
議
案
が
原

案
通
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
規
約
の
全
部
変
更
１
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。 

人口割 均等割 距離割 利用者割

管理運営に係る経費 55% 20% 15% 10%
建設整備に係る経費 65% 20% 15%
人口割は前年１０月１日現在の割合、均等割は５０％ずつ、

距離割は掛川市８５％袋井市１５％，利用者割は前年度の利用実績割 

 

 
 

        
 

                       

 

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
は
、
４
億
３
０

０
万
円
の
増
額
で
、
総
額
３
０
８

億
６
９
５
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で

す
。 

今
年
度
も
予
定
以
上
の
退
職
者 

退
職
予
定
者
が

１３

人
か
ら

２５
人
と
増
え
た
た
め
、
退
職
手

当
金
（
２
億
２
５
０
０
万
円
）
が

増
額
と
な
り
ま
し
た
。
退
職
手
当

基
金
２
億
２
０
０
万
円
を
取
り

崩
し
ま
す
。 

「
定
員
適
正
化
計
画
」
で
は
、

退
職
者
の
５
割
補
充
と
な
っ
て

い
て
、
職
員
の
過
重
労
働
や
非
常

勤
・
臨
時
職
員
へ
の
置
き
換
え
な 

 

ど
問
題
が
出
て
い
ま
す
。 

笠
原
幼
保
園
の
た
め
土
地
購
入

笠
原
幼
稚
園
と
笠
原
保
育
園 

の
統
合
め
ざ
し
、
増
築
に
必
要
な 

土
地
（
１
５
０
４
㎡
）
を
約
１
５ 

９
２
万
円
で
購
入
し
ま
す
。 

浸
水
セ
ン
サ
ー
の
設
置
費 

 

村
松
及
び
諸
井
地
区
に
、
浸
水 

の
危
険
を
知
ら
せ
る
浸
水
セ
ン 

サ
ー
を
設
置
し
ま
す
。 

事
業
進
捗
に
併
せ
増
額 

 

障
害
者
自
立
支
援
施
設
の
利 

用
や
家
庭
内
家
具
固
定
の
増
加
、 

太
陽
光
発
電
機
器
等
の
導
入
件 

数
の
増
加
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
事 

業
推
進
の
た
め
、
１
億
４
３
２
万 

円
、
２
３
２
０
万
円
、
９
９
０
万 

 

中
東
遠
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
を
ど
う
設
置
・

運
営
し
て
い
く
か
の
基

本
を
定
め
る
「
掛
川

市
・
袋
井
市
病
院
企
業

団
規
約
」
が
、
掛
川
市
・

袋
井
市
新
病
院
建
設
事

務
組
合
規
約
の
全
部
変

更
と
い
う
形
で
決
ま
り

ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
議
員
団

は
、
次
の
よ
う
な
問
題

点
を
指
摘
し
、
反
対
し

ま
し
た
。 

負
担
割
合
は
不
適
切 

両
市
の
負
担
割
合
は
、

別
表
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。 

利
用
者
割
が
基
本 

円
を
増
額
し
ま
す
。 

ま
た
、
主
な
歳
入
は
、
国
や
県

の
支
出
金
７
７
０
０
万
円
余
、
基

金
か
ら
の
繰
入
金
２
億
９
１
０

０
万
円
な
ど
で
す
。 

 

医
師
住
宅
（
清
水
町
）

と
病
院
東
側
の
駐
車
場

の
売
却
に
伴
い
、
資
本

的
収
入
で
は
資
産
売
却

代
金
（
３
億
２
２
０
４

万
円
余
が
、
収
益
的
収

入
で
は
特
別
利
益
（
１

億
４
６
４
５
万
円
余
）

な
ど
が
増
額
補
正
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
カ
ル
テ
保
存

な
ど
の
た
め
、
医
療
情

報
シ
ス
テ
ム
購
入
費

（
１
７
０
０
万
円
）
の

債
務
負
担
行
為
が
追
加

補
正
さ
れ
ま
し
た
。 

 

管
理
運
営
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
利
用
す
る

か
が
問
題
で
あ

り
、
利
用
者
割
を

基
本
に
す
べ
き

で
す
。
１０
％
で

は
あ
ま
り
に
も

少
な
す
ぎ
ま
す
。 

所
在
地
割
を 

病
院
の
建
設

や
存
在
に
よ
る

経
済
的
・
社
会
的

メ
リ
ッ
ト
は
、
き

わ
め
て
大
き
い

も
の
す
。 

「
所
在
地
割
」

を
導
入
し
て
、
所

在
地
側
に
応
分

の
負
担
を
求
め 

地
域
主
権
推
進
一
括

法
の
施
行
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
国
が
定
め
て
い

た
基
準
等
を
、
市
の
条

例
で
定
め
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
た
め
、
関
係
す

る
介
護
施
設
・下
水
道

上
水
道
・道
路
・市
営
住

宅
・公
園
・河
川
な
ど
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

た
め
、
８
つ
の
条
例
を

制
定
又
は
一
部
改
正
し

ま
し
た
。 

市
の
裁
量
権
の
拡
大

を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
が
、
多
く

は
国
の
基
準
に
「
従
う

べ
き
」
「
参
酌
す
べ
き
」

と
な
っ
て
い
て
、市
独
自

の
基
準
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。 

 る
こ
と
が
当
然
で
す
。 

「全
部
適
用
」は
不
安 

 

こ
れ
ま
で
両
病
院
は
、
地
方
公

営
企
業
法
の
「
一
部
適
用
」
（
財

務
の
み
）
で
し
た
が
、
新
病
院
で

は
、
財
務
だ
け
で
な
く
、
病
院
の

組
織
、
職
員
の
身
分
取
り
扱
い
な

ど
に
も
法
が
適
用
さ
れ
、
企
業
長

の
権
限
が
強
化
さ
れ
ま
す
。 

 

「
全
部
適
用
」
は
病
院
を
経
営

体
と
し
て
純
化
・
強
化
す
る
目
的

で
す
が
、
経
営
を
重
視
す
る
あ
ま

り
、
自
治
体
病
院
と
し
て
の
役
割

が
軽
視
さ
れ
か
ね
な
い
の
で
は

と
心
配
で
す
。 

 

ま
た
、
新
病
院
長
が
企
業
長
を

兼
務
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
兼
務
に
は
疑
問
・
不

安
が
残
り
ま
す
。 

 

現
市
民
病
院
閉
院

後
、
中
東
遠
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
後
方
支

援
病
院
と
し
て
、
総
合

内
科
的
外
来
と
一
般

病
床
５０
床
、
療
養
病

床
５０
床
、
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
床
５０
床
の
病
院
と

し
て
開
設
し
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
条
例
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。 

名
称
は
、
「
袋
井
市

立
聖
隷
袋
井
病
院
」
と

な
り
、
病
床
数
は
、
一

般
病
床
１
０
０
床
、
療

養
病
床
５０
床
の
計
１

５
０
床
の
病
院
と
な

り
ま
す
。 

ま
た
、
病
院
の
管
理

運
営
を
市
長
指
定
の

指
定
管
理
者
に
行
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る

条
項
を
新
た
に
加
え

ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
平
成
２５

年
５
月
１
日
か
ら
平

成
３０
年
３
月
３１
日
ま

で
の
期
間
、
社
会
福
祉

法
人
聖
隷
福
祉
事
業

団
を
指
定
管
理
者
に

指
定
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
一
般
会
計
補

正
予
算
で
、
赤
字
補
填

の
た
め
毎
年
度
２
億

円
を
上
限
に
運
営
費

の
補
助
を
行
う
と
し

て
、
５
年
間
で
１０
億

円
の
債
務
負
担
行
為

が
追
加
補
正
さ
れ
ま

し
た
。 
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